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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第116期

第２四半期
連結累計期間

第117期
第２四半期
連結累計期間

第116期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 24,062 24,439 50,112

経常利益 (百万円) 924 848 1,869

四半期(当期)純利益 (百万円) 618 562 1,130

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 570 923 1,421

純資産額 (百万円) 24,254 26,445 25,448

総資産額 (百万円) 38,258 40,755 38,748

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 13.50 12.28 24.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 63.3 64.8 65.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △8 △432 382

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △403 △815 △620

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △384 △371 △724

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,382 3,593 5,225
 

 

回次
第116期

第２四半期
連結会計期間

第117期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.27 4.07
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当社グループの主力事業である製粉及び食品事業におきましては、輸入小麦の政府売渡価格が本年４月に改定され

ましたが、５銘柄平均(消費税抜き)では昨年１０月に改定された政府売渡価格とほぼ同水準であったため、小麦粉製

品の販売価格は据え置きと致しました。当第２四半期連結累計期間の経営成績は、小麦粉の販売数量は前第２四半期

連結累計期間を若干下回りましたが、業務用ミックスが増加したことにより、売上高は前第２四半期連結累計期間に

比べ増加しました。しかしながら動力費や副資材価格などの上昇により製造コストが上昇、また物流コストの上昇と

いった要因もあり、営業利益、経常利益は前第２四半期連結累計期間に比べ減少となりました。

このような状況下、当社グループでは、お客様のニーズに応えた新商品開発への取り組みや運送効率の改善、組織

の見直しを行い、競争力の強化に努めました。また、三菱商事グループ各社との連携を強化し、積極的な販売活動を

展開いたしました。さらに、関連会社の株式会社増田製粉所との連携を強化し、商圏拡大を図りました。ベトナムの

海外子会社であるNitto-Fuji International Vietnam Co.,Ltd.の販売も、順調に推移いたしました。

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は244億3千9百万円と前第２四半期連結累

計期間に比べ3億7千7百万円(1.6%)の増収、営業利益は6億円と前第２四半期連結累計期間に比べ1億2千万円(16.7%)

の減益、経常利益は8億4千8百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ7千5百円(8.2%)の減益、四半期純利益は5億6

千2百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ5千5百万円(9.0%)の減益となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　製粉及び食品事業

主力の小麦粉製品を取り巻く販売環境が厳しさを増す中、売上高は212億8千5百万円と前第２四半期連結累計期間

に比べ3億6千万円(1.7%)の増収となりましたが、セグメント利益は5億1千7百万円と前第２四半期連結累計期間に比

べ2億9百万円(28.8%)の減益となりました。

②　外食事業

㈱さわやか（12月決算のため１月～６月分を連結）におきましては、ケンタッキーフライドチキン店の販売が好

調であったことから売上高は30億3千7百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ1百万円(0.1%)の増収となり、また

徹底した経費の見直しにより利益面が大幅改善となり、セグメント利益は5千2百万円(前第２四半期連結累計期間セ

グメント損失7千5百万円）となりました。

③　運送事業

日東富士運輸㈱におきましては、グループ外からの運賃収入が若干増加したことにより、売上高は1億1千6百万円

と前第２四半期連結累計期間に比べ1千4百万円(14.8%)の増収となりましたが、運送コストが増加したためセグメン

ト利益は4千2百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ1千2百万円(23.1%)の減益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ20億6百万円増加し、407億5千5百万円と

なりました。この主な要因は、原材料及び貯蔵品が24億6千万円、投資有価証券が7億3百万円、退職給付に係る資産

が5億2千9百万円それぞれ増加した一方、現金及び預金が14億8千1百万円減少したとによります。

　負債の残高は、前連結会計年度末に比べ10億1千万円増加し、143億1千万円となりました。この主な要因は、支払

手形及び買掛金が11億8千1百万円増加したことによります。

　純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ9億9千6百万円増加し、264億4千5百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が6億3千6百万円、その他有価証券評価差額金が4億6千9百万円、それぞれ増加したことによりま

す。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.7％減少して64.8％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は35億9千3百万円と前連結会計年

度末に比べ16億3千1百万円(31.2%)減少しました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益8億4千1百万円、減価償却費5億6百万円、仕入債務の増加額11億8千2百万円等により資

金が増加した一方、たな卸資産の増額25億5千3百万円、その他の流動負債の減額2億9千2百万円、法人税等の支払額

2億4千4百万円等により資金が減少した結果、営業活動によるキャッシュ・フローは4億3千2百万円の資金減少とな

り、当第２四半期連結累計期間に使用した資金は前第２四半期連結累計期間に比べ4億2千3百万円（4,928.1%）増加

しました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

定期預金の預入による支出1億5千万円、有形固定資産の取得による支出6億4千2百万円等により資金が減少した結

果、投資活動によるキャッシュ・フローは8億1千5百万円の資金減少となり、当第２四半期連結累計期間に使用した

資金は前第２四半期連結累計期間に比べ4億1千2百万円(102.2%)増加しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

配当金の支払額3億2千万円等により資金が減少した結果、財務活動によるキャッシュ・フローは3億7千1百万円の

資金減少となり、当第２四半期連結累計期間に使用した資金は前第２四半期連結累計期間に比べ1千3百万円(3.4%)

減少しました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1億5千3百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,923,646 46,923,646
東京証券取引所
（市場第一部）

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
１単元の株式数　1,000株

計 46,923,646 46,923,646 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年９月30日 ― 46,923,646 ― 2,500 ― 4,036
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３番１号 29,528 62.93

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,265 2.70

山崎製パン株式会社 東京都千代田区岩本町３丁目10番１号 619 1.32

日東富士製粉持株会 東京都中央区新川１丁目３番17号 578 1.23

日清食品ホールディングス
株式会社

大阪府大阪市淀川区西中島４丁目１番１号 518 1.10

株式会社中村屋 東京都新宿区新宿３丁目26番13号 500 1.07

ＣＢＮＹ 　ＤＦＡ 　ＩＮＴ
Ｌ　　　ＳＭＡＬＬ　ＣＡＰ　
ＶＡＬＵＥ 　ＰＯＲＴＦＯＬＩ
Ｏ(常任代理人　シティバンク銀
行株式会社)

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013, USA
（東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

370 0.79

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 265 0.56

鈴与株式会社 静岡県静岡市清水区入船町11番１号 257 0.55

クレデイツト　スイス　アー
ゲー　チユーリツヒ（常任代理
人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀
行）　

UETLIBERGSTRASSE 231 P.O.BOX 600 CH-8070
ZURICH SWITZERLAND
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号
決済事業部)

170 0.36

計 ― 34,071 72.61
 

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 1,265千株

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社      265千株

　　 ２　上記の所有株式数のほか当社所有の自己株式1,111千株(2.37%)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,111,000
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

45,472,000
45,472

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式
普通株式

340,646
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

発行済株式総数 46,923,646 ― ―

総株主の議決権 ― 45,472 ―
 

（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東富士製粉株式会社

東京都中央区新川
　　　　　　１－３－17

1,111,000 ― 1,111,000 2.37

計 ― 1,111,000 ― 1,111,000 2.37
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,305 3,823

  受取手形及び売掛金 8,082 7,907

  商品及び製品 1,983 2,072

  原材料及び貯蔵品 3,728 6,189

  その他 916 752

  貸倒引当金 △24 △27

  流動資産合計 19,991 20,718

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,408 3,266

   機械装置及び運搬具（純額） 2,648 2,675

   土地 4,219 4,219

   その他（純額） 369 555

   有形固定資産合計 10,645 10,715

  無形固定資産   

   のれん 56 45

   その他 646 659

   無形固定資産合計 703 705

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,050 6,753

   退職給付に係る資産 429 958

   その他 1,001 974

   貸倒引当金 △72 △71

   投資その他の資産合計 7,408 8,615

  固定資産合計 18,756 20,036

 資産合計 38,748 40,755
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,157 5,338

  1年内返済予定の長期借入金 50 -

  未払法人税等 260 244

  賞与引当金 409 401

  役員賞与引当金 35 13

  買付契約損失引当金 46 -

  資産除去債務 5 5

  その他 1,974 1,626

  流動負債合計 6,940 7,629

 固定負債   

  長期借入金 4,000 4,000

  役員退職慰労引当金 138 102

  退職給付に係る負債 317 297

  資産除去債務 352 353

  負ののれん 230 172

  その他 1,321 1,754

  固定負債合計 6,359 6,680

 負債合計 13,299 14,310

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,500 2,500

  資本剰余金 4,049 4,049

  利益剰余金 17,037 17,673

  自己株式 △279 △280

  株主資本合計 23,307 23,943

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,501 1,971

  為替換算調整勘定 106 66

  退職給付に係る調整累計額 481 413

  その他の包括利益累計額合計 2,090 2,452

 少数株主持分 50 49

 純資産合計 25,448 26,445

負債純資産合計 38,748 40,755
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 24,062 24,439

売上原価 19,131 19,612

売上総利益 4,930 4,827

販売費及び一般管理費   

 販売手数料 374 387

 販売運賃 1,077 1,098

 貸倒引当金繰入額 0 2

 給料及び手当 916 892

 賞与引当金繰入額 187 184

 役員賞与引当金繰入額 12 13

 退職給付引当金繰入額 26 -

 退職給付費用 - 9

 役員退職慰労引当金繰入額 14 12

 その他 1,600 1,626

 販売費及び一般管理費合計 4,210 4,226

営業利益 720 600

営業外収益   

 受取利息 2 2

 受取配当金 54 54

 負ののれん償却額 57 57

 持分法による投資利益 28 24

 その他 93 143

 営業外収益合計 235 282

営業外費用   

 支払利息 21 18

 その他 11 16

 営業外費用合計 32 34

経常利益 924 848

特別利益   

 固定資産売却益 38 3

 特別利益合計 38 3

特別損失   

 固定資産除却損 24 11

 減損損失 28 -

 その他 0 0

 特別損失合計 53 11

税金等調整前四半期純利益 908 841

法人税、住民税及び事業税 315 247

法人税等調整額 △26 29

法人税等合計 288 276

少数株主損益調整前四半期純利益 620 564

少数株主利益 2 1

四半期純利益 618 562

少数株主利益 2 1
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 620 564

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △137 456

 為替換算調整勘定 83 △42

 退職給付に係る調整額 - △68

 持分法適用会社に対する持分相当額 4 13

 その他の包括利益合計 △50 359

四半期包括利益 570 923

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 563 924

 少数株主に係る四半期包括利益 6 △0
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 908 841

 減価償却費 539 506

 減損損失 28 -

 のれん償却額 11 10

 負ののれん償却額 △57 △57

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 1

 賞与引当金の増減額（△は減少） △34 △8

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23 △22

 買付契約損失引当金の増減額（△は減少） - △46

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 10 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △19

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △22

 受取利息及び受取配当金 △56 △56

 支払利息 21 18

 持分法による投資損益（△は益） △28 △24

 固定資産売却損益（△は益） △38 △3

 固定資産除却損 24 11

 売上債権の増減額（△は増加） 243 172

 たな卸資産の増減額（△は増加） 440 △2,553

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 30 145

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,513 1,182

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △228 △292

 その他 △35 △24

 小計 243 △242

 利息及び配当金の受取額 73 73

 利息の支払額 △21 △18

 法人税等の支払額 △303 △244

 営業活動によるキャッシュ・フロー △8 △432
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 - △150

 有形固定資産の取得による支出 △348 △642

 有形固定資産の売却による収入 40 4

 無形固定資産の取得による支出 △92 △30

 投資有価証券の取得による支出 △9 △7

 投資有価証券の売却による収入 0 -

 貸付けによる支出 △20 -

 差入保証金の回収による収入 36 15

 その他 △8 △6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △403 △815

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △200 △50

 配当金の支払額 △183 △320

 自己株式の取得による支出 △1 △1

 その他 △0 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △384 △371

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △772 △1,631

現金及び現金同等物の期首残高 6,154 5,225

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  5,382 ※１  3,593
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【注記事項】

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が612百万円増加し、利益剰余金が394百万

円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

　　　偶発債務

下記の借入金に対して、次のとおり保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

従業員 106百万円 96百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
 至　平成26年９月30日)

現金及び預金 5,462百万円 3,823百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80　〃 △230　〃

現金及び現金同等物 5,382百万円 3,593百万円
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(株主資本等関係)

 

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 183 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 137 3.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 320 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 137 3.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 20,925 3,036 101 24,062 ― 24,062

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 0 1,096 1,099 △1,099 ―

計 20,928 3,036 1,197 25,162 △1,099 24,062

セグメント利益又は損失(△) 727 △75 55 707 13 720
 

(注)１　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「外食事業」セグメントにおいて、収益性が低下しており、将来キャッシュ・フローがマイナスと見込まれる店舗

資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において28百万円であります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 21,285 3,037 116 24,439 ― 24,439

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2 0 1,077 1,080 △1,080 ―

計 21,288 3,037 1,193 25,520 △1,080 24,439

セグメント利益 517 52 42 613 △12 600
 

(注)１　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 13円50銭 12円28銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 618 562

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 618 562

    普通株式の期中平均株式数(株) 45,821,251 45,815,176
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【その他】

 

第117期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当については、平成26年10月31日開催の取締役会に

おいて、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

①　配当金の総額 137百万円

②　１株当たりの金額 3円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日東富士製粉株式会社(E00347)

四半期報告書

19/20



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年１１月７日

日東富士製粉株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   杉   本   茂   次   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　　口　　更　　織   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東富士製

粉株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成２６年

７月１日から平成２６年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東富士製粉株式会社及び連結子会社の平成２６年９月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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